
掲示物の充実

　自立した学習者の育成に向け、学習のキーワードになる掲示物を充実させた。

【取組内容】　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けて

久喜市立砂原小学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

校内研修にて

　学校全体で、学習の流れについて確認
を行い、砂原小としての学習スタイルの確
立を行った。

児童と一緒に

　学習の始めにどのように授業を行うの
か最初の授業で児童と一緒に学習の流
れを確認した。



【取組内容】　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けて

久喜市立砂原小学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

１課題設定
体積ってどうやって求め
るの？

２情報収集
教科書の問題に取り組
む（自力、協働）

３整理・分析
体積の求め方にも決ま
りがある

４まとめ
公式を使って、他の図
形も求めてみよう

《具体的な授業の流れ》小学 5年・算数

「個別最適な学び」と「協働的な学び」

　誰と、どこで、何を使って、どのように学ぶのか、児童は自分で考え、その時間の課題を行うこと
ができた。教師は、授業の最初に前時の振り返りから良かった点や、本時の課題を 5分程度で伝
え、児童の活動時間を多くとるようにした。また、スタディログを使い、児童の進捗状況の把握を行
い、必要な時に指導・支援が行えるようにした。振り返りでは、児童が学んだことだけでなく、どのよ
うに学んだのかも記入させ、次時に繋げるようにしている。



【取組内容】　デジタル・シティズンシップ教育の充実（情報活用能力の育成）

久喜市立砂原小学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

「～しない」から「安全な使い方」へ

　４月の授業参観では、全クラスが学年の実態に応じて、デジ
タルシティズンシップの授業（道徳）を行っている。４月に実施
することで、情報社会やタブレット端末とどのように付き合って
いくのかを児童と再確認する場となっている。また、デジタルシ
ティズンシップ教育について、保護者にも一緒に考えてもらう
場としている。

年間指導計画の中で「道徳」
や「学級活動」の授業に位
置づけ、計画的に授業を行

なっている。

学年 学習内容（例）

1年 タブレット導入講座

2年 自分のパソコンと上手に付き合うためには

3年 道徳「家のパソコンで」

4年 道徳「かまきり」

5年 道徳「アップするの？」

6年 道徳「会話のゆくえ」



【取組内容】　小学 1年生4月に行うタブレット導入講座（情報活用能力の育成）

久喜市立砂原小学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

保護者と一緒に

　初めてのタブレットを児童が安心して触れる場となっている。
また、保護者にタブレット端末を実際に触ってもらうことで、これ
から子どもたちがどのような学習を行っていくのか体験してもら
う場にもなっている。

＜講座内容＞

１．タブレット端末の起動

２．各学習アプリ（ソフト）の登録

３．端末の家庭への持ち帰りについて

４．手書きパッドの設定

５．各種設定 ICT活用に
　家庭の協力は
欠かせない



【取組内容】　いつでも・どこでも・見たいときに確認、みんなで編集するポータルサイト（校務 DX）

久喜市立砂原小学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

＜今までの課題＞

①職員室に行かないと今日の予定が分からない
②週予定（紙）の配布
③全体に伝えたい時は、週予定製作者に情報を
　集約するため、個人負担が大きい

＜解決＞

①タブレット、パソコン、スマートフォン、
　いつでも・どこでも（教室でも、家でも）
　見たいときに予定を確認することができる。

②必要なし

③だれもが編集できるから、業務の負担軽減。

★必要なデータが集約されていて便利

よく使うものは、
ボタンで表示本日の予定

職員室の電子黒板と
同じ内容となっている


